
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２４日、更別中央中学校１年生が学

校応援団である「さらべつほーぷ」に来校い

ただき、「協力して生きていくためのコミュ

ニケーションのコツ」について学びました。 

「さらべつほーぷ」は診療所の山田医師

を中心としたメンバーで、健全な自尊心を

高め、自分らしくよりよい生き方を目指し、

明るい家庭づくり、地域づくりを推進する

ことを目的に立ち上げられた団体です。 

２年ほど前から、小学校５年生～中学校

３年生の各学年で授業をしていただいてい

ます。 

今回は、ほーぷの片山先生（更農高教諭）

が中心となり他のメンバーも一緒に授業を

進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の流れ】 

(１)小学校５，６年時の授業の振り返り 

〇５年生 個性があるって素敵なこと 

〇６年生 友だちの考えや意見を尊重して話し合おう 

(２)上手に話を聴こう 

①うなずく、あいづちを打つ 

②相手の言葉をくり返す 

③質問をする 

 →２人一組になって上手な聞き方の練習をする。 

（３）あたたかいことばかけをしてみよう 

 ①相手の気持ちを受け止める 

 ②自分の気持ちを伝える 

 ③前向きな言葉を添える 

 →いろいろな不安な言葉に対して温かい

ことばかけを考え実際に話してみる。 

 

 

 

 

 

 

 
 
【生徒の感想から】  
あたたかい言葉がけをもっと上手にできるよ

うになりたいと思った。 

上手な聴き手のポイントを使うと会話がはず

んだり話し手がもっと話したくなることを知っ

て、使っていきたいと思った。 
 

 

 
  
８月２０日、上更別小学校１、２年生が生

活科の「生きものはかせになろう」という単

元で、虫のことをよく知っている斎藤彦馬

さんと一緒に「すももの里」で虫とりをしま

した。 

始めはそんなに虫を見つけられないだろ

うと思っていましたが、斎藤さんのアドバ

イスを受け、子どもたちは「しば、まだらコ

オロギ」、いろいろな種類の「バッタ、キリ

ギリス」など、どんどん虫を探し出しました。 

「バッタは上に跳ぶので、コップはこっ

ちからかぶせて。」「テントウムシはアブラ

ムシを一日に５０匹～１００匹食べます。」な

ど虫の採集や飼育

について、たくさん

教えていただきま

した。 

 

 

積極的に意見を発表する更中１年生 

さらべつほーぷメンバーによる「あ
たたかいことばかけ」の実演 
「昨日、提出物の期限を間違えて
出しそびれちゃって。先生にすご
く怒られたんだ。」 
 
「それは大変だったね。いつもよ
く頑張っているよね。次から気を
つければ大丈夫だよ。」 


